岩手県山田町ＰＴ支援報告
2011青森・岩手山田町支援　11月24，25日　（24日午前は移動及び行動確認）
参加：佐藤（北上済生会病院），小島（健生病院）　
行動内容　２名は別行動及び今回より保健師の同行は終了しており，単独行動となった。24日午後　仮設集会場“セラバンド体操”及び集団体操（握力，開眼片脚，バランス測定），訪問指導
25日午前　仮設集会場“セラバンド体操”及び集団体操（握力，開眼片脚，バランス測定），訪問指導
25日午後（ＰＴ2名で行動）仮設集会場“セラバンド体操”及び集団体操（握力，開眼片脚，バランス測定）午後３時半終了　県立山田病院に午後５時到着
以上移動はすべて岩手県士会　佐藤哲哉先生に本人所有車を運転していただきました。
保健師さんからは仮設集会場到着後，仮設各戸を訪問し参加を呼び掛けて欲しいとされます。できれば玄関をノックするだけでなく，ドアを開けて声をかけて欲しいとされましたが，仮設住宅によっては“リハ指導”が今回初めての地域もあり，イメージを充分伝えられなかったのか，開始時間10分経過後やっと一人が様子を窺いに訪れ，同級生に声がけしてもらい，参加者が集まった会場もありました。避難者の中には聾唖の方もおり（事前情報は無），筆談で呼びかけも行いました。
25日午後の会場は会場管理の区長が，皆元気だから「このような企画は必要ない。」と鍵をあけてくれず，（本音は段取りを組んだ依頼がされること，保健師のことをお嬢さんと呼んでおり，保健師より直接開錠を依頼されると受け止めていた様子）参加を予定していた人も「私帰ります。」と言い出し，大変な状況にも遭遇しました。※以降この仮設住宅では他の会場で開催することになりました。
記録や物品は町役場隣接の保健センターが会場となり，駐車場はいつも満車ですが，理学療法士会のコーン設置され1台分確保されています。
食事は町にローソンとスーパーが営業しているので，購入しました。風はありますが，寒くはなかったです。以上簡単ですが報告とさせていただきます。
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（文責　小島）
